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松尾 ： さて、 今回は松尾ゼミの紹介ということで、 中瀬健

二くんと吉田修也くんの２人に来てもらいました。 中瀬くんは

農家出身、 吉田くんは新規就農を目指すということで違っ

た目線の意見が出るかなと思っての人選です。 この鼎談が

終わったら美味しいものごちそうするからよろしくね。

中瀬 ・ 吉田 ： わーい。 よろしくお願いしまーす。

松尾 ： さて、 まず本校の目的は農業経営者を輩出すると

いうことにあるわけですが、 それを踏まえて、 松尾ゼミでは

経営戦略を実践するための思考法や技法を獲得するという

ことに重きを置いています。 そのための個人の自律的な学

びの支援、 学びのコミュニティ形成などがキーワードだと考

えています。

　最初に読んだ 『ラーニング ・ パターン』 も、 学び方を意

識してほしいということと、 それをコミュニティの中で共通言

語として使ってほしいという目的が実はあったのですが、 伝

△ 中瀬君 （左） と吉田君 （右）

わってましたか？

吉田 ： あー、 なんとなく。 （笑）

中瀬 ： みんなで輪読した 『イシューからはじめよ』 の 「イ

シュー」 って言葉なんかはゼミ内で使ってますよね。

松尾 ： そうそう、 そんな感じだね。 ゼミの特徴としては、 経

営に特化している、 という印象もあると思います。 まぁ。 ぼ

くは農業畑出身じゃないので、農業のことを皆より知らないっ

ていうのもあるからなんだけどね。。。 ただ、 経営戦略のコン

サルティング経験や研究員としての経験もあるから、 実際

に経営戦略というものが企業の中でどのようにつくられてき

たかということに関わってきたし、 農業だからといって経営の

仕方が変わるわけではないから、 そういう部分で僕の知識

とか経験を役立てられればと思っています。

吉田 ： 確かに、 一口に農業と言っても、 畑作と畜産なん

てぜんぜん違う経営形態ですし、 地域性もあるから幅広い

んですよね。 その意味で、 ゼミで扱う内容が農業だけであ

る必然性はあんまりなくて、 むしろ他の業界を見ることがで

きる方が視野が広がりますし、勉強にもなりますよね。 実際、

いろんな業界の人と話をするのはすごく面白いです。

松尾 ： そう言ってもらえると嬉しいね。 実際、 ゼミにはさま

ざまな業界の人が来てくれていますよね。 例えば、 マーケ

ティング ・ プランナーやデザイナー、 華道家に、 ヤマトコト

バの研究者まで。 まったく分野は異なるけれどもマーケティ

ングを実践している人たちとの交流の機会があるのは、 他

　日本農業経営大学校では４つのゼミを設けており、 学生はいずれかに所属することとなっています。

　４つのゼミは、 松尾ゼミ （主にマーケティング）、 前田ゼミ （主に食と農業）、 小口ゼミ （主に地域づくり）、 折笠ゼミ （主

に営業戦略） です。 ゼミの取組みについて、 今回より３回シリーズでお届けします （次年度より折笠ゼミは新しく変わりま

すので省略します）。

　第１回目は、 松尾ゼミです。 なお本稿は、 ２０１４年２月に実施された鼎談をもとに中瀬健二と吉田修也が執筆し、 専

任講師の松尾和典が若干の修正を加えて作成されました。 それではお楽しみください。
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中瀬 ： 外部の方の前で発表するのは、 かなりしんどかった

ですけど、 すごく勉強になりました。 締め切りがあるから計

画立てて作業するし、 いろんな目線のフィードバックをもらっ

てプロの人はやっぱりすげーって思いました。 次回はもっと

良くなってると思います。

松尾 ： そうだね。 やればやるほど洗練されていくものだし、

自分の中で思い描いているものがあったとしても表現できな

かったら、 それを実現することは難しいからね。

　あとは、 松尾ゼミの特徴で言えば輪読かな。 １年生の後

期では毎週１冊ずつ読んで発表するってことをやります。 結

構ハードだと思うんだけど実際やってみてどうだった？

中瀬 ： 僕は、 大学で輪読をしたことがなかったのであれは

すごくためになってますし、 今後役立つだろうと思っていま

す。 あんまり興味がなくて自分じゃ絶対選ばない本なんか

もあったりして、 でもそういうのも読んでたら興味が出てくるっ

てこともあるし。 すごくいい勉強になってる。

松尾 ： それ、 うれしいね。 そういう一見関係ないと思って

いた知識と知識がつながる快感ってのを味わってほしいっ

てのもあるんだよね。

吉田 ： 確かに。 僕は現代美術家の村上隆さんのことは食

わず嫌いしてたんですけど、 読んだらすごく面白かったです

し、 農業にも適用できる考え方だと思いましたよ。 発表の

時にそう言ったら他のゼミ生から反論されましたけど （笑）。

のゼミと差別化できるところかなと思っています。 まぁ逆に

知り合いの農家さんに話を聞きに行くなんてことは全然な

いんだけど。。。 農家さんの知り合いがほとんどいないから

（笑）。 ゼミの視察も商業施設とか文化施設を訪れて、 ど

んな集客をしているのかとか、 どうやってお客さんと対話し

て彼らのニーズを探っているのかとかを実際に仕掛けをつ

くった人に話を聞くってことをやってますよね。 経営者にな

るためには、 経営の知識だけでなく教養や文化的素養も

重要だから。

中瀬 ： 東京国立博物館やパナソニックのコミュニケーショ

ン施設の 「リスーピア」 を来館し、 鑑賞してみて愉しかっ

たです。 また、 実際に、 プランニングしている人の話が聞

けたのもよかったです。

松尾 ： もう１つ大きな特徴として、 各自プロジェクトを持っ

てもらって、 それを発表してもらう場を設けるということです

かね。 その際には外部のゲストに来てもらってコメントをも

らう。 どんなに短い準備期間であっても、 前期 ・ 後期そ

れぞれ１回ずつ、 一定の成果物をアウトプットして他者から

の評価を受けてもらうといったことをやります。 やっぱりアウ

トプットしてなんぼだし、 学生は最後に経営計画をつくらな

きゃいけないしね。 こういうのは数をこなせばどんどん上手

くなるものだしね。
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松尾 ： そういう議論が出てくるのもいいよね。 意識してかな

り幅広い分野から文献を選んでるつもりです。 １つのゼミで

こんなに幅広くやるってのは普通ないと思うよ （笑）。

中瀬 ： そうそう、 輪読文献の分野もマーケティングに偏っ

てるわけじゃないですしね。 僕は今まで本って１回読んだき

りってことが多かったんですけど、 発表するってなると最低

３回くらい読まないと人に伝えることって難しいんですよね。

発表資料つくってるとちゃんと理解してないってことがわか

るんです。 そういう意味で、 ３回読むってのを習慣づけると

頭に入ってくるってのを実感しました。 本当にいい本、 活か

せる本っていうのは１回だけじゃなくて何回も読んだ方がい

いってのが発見できたってのはよかったですね。

松尾 ： 読書の楽しみというのは、 閾値を超えると、 等比数

列的というか飛躍的に増加していくからね。 知的好奇心は

拡大すると加速度をますというか。 幅広く興味がある人は

実際、 学びの成長も早いしね。

　さて、 結構盛り上がってなんだか長くなっちゃったけど、

なんとなくでもゼミの雰囲気が伝わっていると信じてこのへん

でお開きにしましょうか。 二人とも、 来年もびしびし鍛えるん

でちゃんとついて来てね。

吉田 ： わかりました。 早速、 これから焼き肉業界の経営戦

略を研究するためにフィールドワークに連れて行ってくださ

い。

中瀬 ： 僕はビール業界の戦略にも興味があるので、 それも

ついでに調査したいです。

松尾 ： やれやれ。 熱心なゼミ生ばっかりでうれしいなー。

松尾 和典

主な経歴 ： 慶應義塾大学 大学院 政策 ・ メディア研究科修士課程修了。 慶應義塾

大学 SFC 研究所 上席所員 （訪問） を経て、 経営戦略コンサルティング ・ ファーム

に参画。 消費財メーカーから社会インフラまで多数の業界における成長戦略や新規事

業戦略の策定を担当する。

担当業務 ： マーケティング入門、 情報戦略の理論と実践


